
　

　新年あけましておめでとうございます．昨年は世界各地で自然災害の被害を受けた年の
ようでした．今年は戌年ということで，“ここ掘れワンワン”と異変を察知してくれる犬
を飼ってみてはいかがでしょうか．
　さて，本号の特集は「臨床実習教育」です．平成 17 年度 4 月現在の理学療法士養成校
の総数は 186 校で，1 学年定員数は 9,088 となりました．理学療法士の需給という点では
喜ばしい反面，理学療法学教育のなかで「臨床実習教育」が占める比重は高く，様々な課
題が生じていることから，本特集では「臨床実習教育」の変遷と展望，あり方などについ
て論述いただくことになりました．
　小川氏には「臨床実習教育の変遷と展望」について論述いただきました．わが国で理学
療法士養成が始まり 40 数年が経過し，そのシステム，養成数などをはじめ臨床実習自体
の内容も様変わりしてきました．そして，それらの変遷の道程は閉塞的になりつつあるこ
とを指摘され，抜本的改革の 1 つとして理学療法士免許取得後の研修システムへの切り替
えを強く提唱されています．坂野氏，他には「臨床実習教育のあり方―早期臨床体験の観
点から」について論述していただきました．早期臨床体験とその事前授業とを併せて行い，
早期に医療サービス提供者に必要な資質について学び，実践することの重要性を提唱され
ています．富樫氏には「臨床実習教育のあり方―理学療法マネジメントの観点から」につ
いて論述していただきました．実習施設自体を社会情勢の変化に対応する組織とみなし，
そのなかで多様な理学療法マネジメントを学ばせる臨床実習システムを構築する必要性を
提唱されています．吉村氏，他には「臨床実習教育のあり方―臨床実習教育における学生
評価の観点から」について論述していただきました．臨床実習における各養成校の評価内
容は，日本理学療法士協会発行の「臨床実習の手引き」などが参考にされていることはよ
いことであるが，各養成校の臨床実習の目的・目標に明確な相違（個性？）が希薄なため，
評価内容が画一的である点を指摘されています．
　今回は，最終学年の学生で，臨床実習を体験した現役学生に集まっていただき「臨床実
習教育のあり方―学生としての観点から」として座談会を行いました．卒直に発言しやす
いように，発言者は A，B，C などと覆面にしてあることをご承知ください．いずれにし
ましても，学生諸氏は極めて真剣に臨床実習に取り組んでいる姿勢を実感し，また臨床実
習のあり方，展望についても建設的な意見を聞くことができました．将来的に，ますます
優秀な理学療法士が社会に輩出されることを願いたいと思います．
　最後になりましたが，皆様にとりましてこの 1 年間がご多幸であることを祈念しており
ます．
 （奈良　勲）
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